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9 漢方薬と私

岡村　武彦
クリニックサンセール清里　泌尿器科

10 三次救急病院における
     泌尿器科漢方使用の実際

宮本 慎太郎、中山　 奨、田端　秀敏、堀田　 裕
旭川赤十字病院　泌尿器科

【背景・目的】旭川赤十字病院は道北を中心に、約200km圏内の3
次救急医療を担う救急救命センターであり、入院患者の半数以上
は予定外入院である。外来診療は予約制・紹介制であり、検査や
処方の継続のみで安定した症例は積極的に近隣クリニックなどに
紹介している。年間手術件数は700-800件程度で、泌尿器癌およ
び尿路結石の手術が多い。また、常勤泌尿器科医師（3-4人）に東
洋医学的な診療に精通した者はいない。そのような施設の泌尿器
科において、漢方薬が実際どのように使われているかを調査した。
【対象・方法】当院における漢方製剤の採用状況を確認した。2014
年～2023年の期間に、当科医師が漢方製剤を処方した症例を対
象とし、使用製剤の種類、使用目的、効果、継続状況などを調査し
た。効果については診療録記載より判断した。
【結果】当院で採用されている漢方製剤は46種類（うち36種類は
院外採用のみ）であった。当科で処方された漢方製剤は18種類で
あり、症例は517例であったが、他院・他科よりの処方継続を除き、
主体性をもって行われた処方は16種類、463例(89.1%)であった。四
診を行い「証」に合わせて処方を行った症例はなく、すべて症状・
病名に対する処方であった。主体的に処方された製剤で最も使用
人数が多い処方は大建中湯の111例（24.0％）であり、主に腸管利
用手術後のイレウス予防が目的であった。その他、猪苓湯76例
(16.4%)、桂枝茯苓丸60例(13.0%)、清心蓮子飲51例(11.0%)、芍薬甘
草湯50例(10.8%)、八味地黄丸38例(8 .2%)、牛車腎気丸35例
(7.6%)、柴苓湯24例(5.2%)などが処方されていた。使用目的は、癌
治療または癌自体による症状・合併症に対するものが209例
(45.2%)、慢性膀胱炎、CP/CPPSなどの下部尿路症状が159例
(34.3%)、尿路結石症が61例(13.2%)、その他の泌尿器科疾患が6
例(1.3%)、泌尿器科と関連のない症状・疾患は28例(6.0%)であっ
た。治療効果は、あり150例(32.4%)、なし99例(21.4%)、不明214例
(46.2%)であった。効果が確認できた症例が多かったものは、下部
尿路症状に対する牛車腎気丸、清心蓮子飲、八味地黄丸、猪苓湯
などであった。継続状況については継続75例(16.2%)、廃薬76例
(16.4%)、中止・変更224例(48.4%)、感冒に対する葛根湯などのよう
なスポット使用70例(15.2%)、未受診18例(3.8%)であった。
【考察】当院の日常臨床において、漢方製剤は癌治療の一環として
処方されていることが多かった。下部尿路症状に対する処方は、
症状・病名に対する処方でも一定の効果を得られる症例はいる
が、より効果を上げ、不要な処方を減らすには、やはり東洋医学的
知識に基づく診療を行ったうえでの処方が望ましいだろう。また、
漢方製剤の治療効果については不明な症例が多かった。効果判
定の記載がない、継続・中止となった場合も理由が明記されていな
い等、西洋薬処方ではあまり見られない問題が浮き彫りになった。

医師となって初めて薬を覚えたのは、当時教授や助教授の外来で
処方箋を代わりに書いていたいわゆるシュライバーの時であった。
それぞれの先生によって癖があり、当時助教授であった先生が漢
方を好んで処方されていたことを覚えている。そんな訳で、医師1年
目から漢方に対しての違和感はなく、自然に名前を覚えていった。
猪苓湯、八味地黄丸、麻黄附子細辛湯が最初の漢方ベスト３で
あった。その後、年とともに病院も変わり、結婚して、2児の父親と
なり、患者への漢方処方のみならず、自分自身や家族への処方も
行うようになった。漢方薬との出会いから定年退職後のクリニック
勤務までの45年間の経過について私自身を症例として報告する。
症例：７０歳男性。1980年に医師国家試験合格。卒業とともに某大
学泌尿器科入局。人手不足の中、2か月後には助手（現在の助教）と
なる。入局当初から教授・助教授などの面々の外来で処方薬を書
きながら薬を一つ一つ覚える毎日であった。その中で名前は憶え
ても、どの病気に対してどのように使えばいいのか理解できない
多くの漢方薬に悩まされ、名前だけ覚えるにとどまっていた。しか
し、結婚後第二子が生まれたときに低出生体重児で臍帯ヘルニア
を合併。出生直後の緊急手術となった。幸い経過は良好で、すくす
くと成長したが、小学校前までは時々軽い癒着性イレウスを起こ
し、小児外科の先生が小建中湯を処方してくれた。ここから漢方も
しっかり勉強しなくてはと思い始めた。その後アメリカに留学する
までの10年間で3か所の病院勤務を経験したが、すべて1人赴任。
患者と向き合って不定愁訴や通常の処方で改善しない患者に対し
て漢方薬を積極的に処方するようになった。このころ熱意をもって
情報提供を行ってくれた優秀なツムラの方々のサポートがあっての
ことだった。　また、このころから自宅に常備薬としてロキソニンと
ともに五苓散と芍薬甘草湯を今まで切らさないようにしている。患
者40代前半、留学から戻り、また別の病院勤務となって間もなく、
突然右側腹部痛出現。大学病院ERでCT施行。右尿管結石と診
断。担当医から坐薬＋猪苓湯の処方。2週間で自然排石。猪苓湯の
すばらしさを実感。これを契機に猪苓湯の処方量が急増（それま
では尿管結石に対してウロカルンを頻用）した。このころには漢方
のレパートリーもかなり増えており、精神的に弱い患者や、女性の
更年期、LOH、ED、術後イレウス予防、食欲不振等々、気づけばか
なり多くの漢方を処方していた。　患者は65歳で定年。1年の再雇
用を経て現在のクリニックに勤務。内科の患者も多く診るように
なった。3年前からはクリニックで有病棟も立ち上げ、入院患者の
便秘処方として麻子仁丸、不眠や怒りっぽい認知症患者に抑肝散
なを定期処方するなど、漢方と歩み続けた医師生活が今も続いて
いる。


